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 数Ⅰ  【２次関数】２次関数の最大・最小 

 

 r の値を変化させながらスクリプトを実行することで，求める図形の特徴をつかむことができる。そ

れにより r の場合分けに気づかせることができる。（（２）のヒント付き） 
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ｒを 0 <ｒ< 2 をみたす実数とする． 

 座標平面上の４点 A（2－ｒ，2－ｒ），B（－2＋ｒ，２－r ），C（－2＋ｒ，－2＋ｒ）， 

D（2－ｒ，－2＋ｒ）を頂点とする正方形を考える．この正方形 ABCD の周上を動く点を Pとし，

Pを中心とする半径ｒの円を Oとする．以下の問いに答えよ． 

（１） 点 Pが線分 AB 上を Aから Bまで動くとき，円 Oの周および内部が通過してできる図形の面

積を求めよ． 

（２） 点 Pが正方形 ABCD の周上を一周するとき，円 Oの周および内部が通過してできる図形の面

積 Sを求めよ． 

（３） （２）で求めた Sを最大にするｒの値を求めよ． 


